

























た奈良県吉野郡川上村の吉野杉 を選び、その吉野杉 について上部か ら下部 まで
の針葉を採集 して縦横の長さを、改善した計測法で正確 に測定した。今までに、




2.日 本 列 島 にお け る天然 生 ス ギの分布
　2-1　 スギとは何か
　高原光2)は 「図説　日本植生史」の中で、スギについて次のように述べている。


















　 また、日本産主要樹種の天然分布(ス ギの天然分布概説)を 調べた林弥栄4)は、
スギの北限は、青森県西津軽郡鰺ヶ沢町、矢倉山国有林で、南限は鹿児島県熊
毛郡屋久町、屋久島国有林で、北緯40度42分 か ら30度15分 の暖温帯か ら冷温帯






が1500ミ リ以上の地域であることがわかる。また、スギは吉良竜夫6)の 定義 し




















至るまで混同されて来ている。今から約30年 程前に 「杉の来た道」(1976)を 著
した島根大学農学部教授の遠山富太郎9)は 、スギの針葉の曲が り具合を全国の
スギで調査 した研究成果から、この2つ の系統は生態型(ecotype)で 連続的な
変異であ り、エコクライン(ecocline;生 態勾配)に 該当し、区別できないとい
うスギの一元論を主張 した。
　 ところが、現在、多 くの成書では中井猛 ノ進の命名 したアシウスギ、あるい
は村井三郎の呼んだウラスギとオモテスギ という、いわば二元論が既成事実化











3.九 州の ス ギ につ い ての 調査
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 オ　ビ
　平成20年7月23日 ～26日(3泊4日)に 宮崎県 日南市にある飯肥杉を調査 した。
飲肥杉は、初代飲肥藩主である伊東祐兵(い とうすけたか)が17世 紀初めに窮
乏する財政を立て直すために植林 したのが始まりとされ、約400年 の歴史がある。
宮崎県 日南市北郷町北河内にある三ツ岩材木遺伝資源保存林(標 高330m、 南東
斜面5ヘ クタール)に は、樹齢130年 の杉が残 されている。「アカ」「トサグロ」「ア
ラカワ」といった九州地域に現在見 られる飯肥杉はすべて、挿し木で増やされ
たものである。九州地方では、おそらく天然生のスギはすべて伐採されたため
消滅 した ものと考 えられるが、宮崎県東臼杵郡北方町の渡瀬国有林内には鬼の
目山材木遺伝資源保存林があ り、1985年 の宮崎大学の調査 により、林内に生育
するスギは天然性であると報告され、「鬼の目杉」 として知られている。
　塚田松雄1°)は花粉分析の結果から、九州のスギは第4紀 更新世の最終氷期最




なわち、九州のR皿b期 にみられるスギは、(おそ らく)本 州からもたらされた























の証人一下多古の森一」にある大杉(幹 周5.42m、 樹高51.1m、 樹齢380年)の す
ぐ隣の大杉(幹 周3.95m、 樹高38.4m)で 、同年代の植樹とされているものであ
る(測 定は宮本氏による)。 この杉の枝下は地上か ら21.5mで 、樹高の2分 の1
より上である。調査地点は標高約600mの 北向き斜面である。
　2008年5月3日 にサ ンプリングを行った。サンプリングは、杉の種取 り名人
杉本充氏 と 「森 と水の源流館」の皆さんのご協力で行った。
　枝葉の採集は樹冠上部1(地 上か ら35.7m)、 中上部II(地 上から30。2m)、中
下部皿(地 上から25.2m)の3段 階の高さに分けて行い、それぞれ東西南北の4
方向に出る枝を採集した。この吉野杉は下部の枝は自然落枝 してお り、枝下高
は樹高でいうと真ん中 より上部である。 したがって、樹冠中下部(皿)と いっ
ても、他の地域の杉でいうと中部より上に相当する。













ため、針葉の大きさに差があ り、ばらつ きが大 きかった。 また、針葉30本 を取





















　　a.エ タノール漬 けか ら枝葉を取 り出 し、前年枝の長 さ(①)、 幅(②)
　　　を測定する。
　　b.前 年枝中央の針葉の長さ(③)と 先端の高さ(④)を 測定する。
　　c.ニ ワ トコの芯に柄付針で穴を開け、この針葉を先端を奥にして、入れる。








g　 cか らfの 作業を、1本 の前年枝 についた5本 の針葉について行う。
h　 以上の操作 を6本 の前年枝について行い、合計30の データを得る。そ
　して、平均値、最大値、最小値、標準偏差などを求める。
　　測定する形質は、①前年枝の春～秋伸長部の長 さ、②前年枝の春～秋
伸長部の最大幅[mm]、 ③針葉の基部 一先端間距離[mm]、 ④針葉の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 タテチョウ








*方 眼1目 盛 り は 、100μm(0.1mm)であ る 。
ヱ2
　　　　　　　　　　　　 日本列島におけるスギの分布状況と針葉の形態変化について
く各型 の特 徴 〉
　スギ針葉の中央部断面の型を調べると、次の6型 が区分された。それぞれの
生葉での写真を示すとともに、以下に特徴 を記す。
　 A型:縦 長で左右の出っ張 りが弱い。サンプル:滋 賀県海津神社(下 部針葉)。
　 B型:縦 長で左右のやや角ばった出っ張 りがめだつ。サンプル:滋 賀県海津
　　　　神社(下 部針葉)。





　 E型:縦 長の菱型に近い形となるもの。出っ張 り間の窪みがほとんどないもの。
　　　　サンプル:京 都市左京区久多のスギ(若 い個体)。
　 F型:上 下の出っ張りが広い丸みを帯びるのに対 して、左右の出っ張りがし
　　　　ばしば鋭角になるもの。サンプル:富 山県杉沢のスギ。
OA～E型 はオモテスギに、　F型 はアシウスギ(ウ ラスギ)(富 山県杉沢、鍋谷
　山産)と されるものに見 られる。杉沢では、A～Eの 型 も混在することか ら、
　オモテスギがかな り入っているものと推測される。
○下枝の針葉はA、Bの 葉をもつ。若い個体には、　D型 やE型 も見 られる。


















































































































































































































































































































































①春～秋伸長部は、北側が短 く、最大幅 も小 さい。最大幅は、西側 と南側でや
　や大きくなる傾向がある。
②高 さが1→ ∬→皿と下がるにつれ、春～秋伸長部の長 さと最大幅が大きくな
　る。吉野杉は、下部に枝を欠 くため、全体 としてはコンパク トで端正な枝葉 ・

































































































































































































































































①基 部 一先端 間の距 離は6.2-8.6mmで 、西側 ・南側で大 き く、東側で小 さい。大
　 きさの順 は、西 〉南 〉北 〉東 の順 であ る。枝 のつ く位置 の高 さで みる と、 皿
　 >H>1と なる。



























































































































































































































































　較すると、横長、縦長 とも南側の方がやや大 きい。東側 と北側の枝では縦長:



































モテスギでは、下枝 になるにつれ、縦が長 くな りB型 やA型 が現れるが、吉野
大杉では下枝がないためC型 のみでA型 やB型 は現れない。
　北側 と南側を比較すると、1～ 皿を通 じて、いずれも南側が縦横 ともに大 き
い葉をつけていることが判明 した。
　樹幹上部1で は北側 と南側の差は小 さく、II、 皿と下がるにつれ、北側 と南
側の差は大 きくなる。 これは、樹幹上部は相対照度に差があまりなく、H、 皿
では、周辺の木、及び自らの枝葉が影響 し、方角によって大 きな照度差が生 じ
ているためと思われる。
　北側では縦長、横長ともに1～ 皿と下がるにつれて少し小 さくなる。南側では、


















6.天 然生 ア シ ウスギ に関 す る調 査結 果
　京都市内にあるい くつかの天然生と言われているアシウスギについて調査し
た。
　平成20年8月2日 、佐 々里峠か ら登 り、小野村割岳(京 都府南丹市美山町、

















　 1)上 部の針葉断面は縦横比が横長から、1:1の 比まで分布すること。









らかに違 う樹種あるいは同じスギが長年月に合体 して成立 したものであること
が明らかとなった。
　また、高知県の魚梁瀬国有林の天然性スギでも合体木と思われるものがある。












3)本 田静六(大 正11年)日 本森林植物帯論　p.195
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